
チベット医学

• チベット医学は、２０００年以上の歴史を持つ
伝統医学で、 『四部医典』が基本医書となる。

• 『四部医典』 は、17世紀あたりから組織的に
描かれ、20世紀の後半には計80枚のタンカ
（チベット文化圏で作られる、布に描かれた
絵）集である。

• インド医学と中国医学の影響を受けている。
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火鍼（やきばり・やきかね）

刺法：焠刺法

鍼具名

燔鍼（『霊枢』『素問』）

焼鍼（『傷寒論』）

火鍼（ 『鍼灸聚英』巻３ ）

煨鍼（『鍼灸聚英』巻３の注）





焼灼器（皮膚の腫瘍を焼灼するのに用いる）

『タンカ』
タンカ36

医療器械

『タンカ』タンカ38 疾病の治療方法（火灸） 『タンカ』 タンカ72 瀉血の穴位および火灸



NHKスペシャル「シルクロード」の取材映像
（1983年6月6日放映）荷車の下になり肩を痛めた男性





『タンカ』 タンカ36 医療器械

手術用のメス

『タンカ』 タンカ72

瀉血の穴位および火灸
（瀉血メス）
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『中華医鍼様譜』


